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01
プロジェクト概要
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SAMURAI�STRANGERS�PROJECTプロジェクト名

代表 本プロジェクト発起⼈ 富永�寛之

期間 2023年7⽉22⽇∼2024年1⽉17⽇

訪問国数 23国

インタビュー数 52⼈

（トランジット含め25カ国・36都市）

（駐在員・現地就職・起業家・VC・飲⾷店経営他）

予算 約200万円 （貯⾦＋借⾦＋協⼒⾦）



02 なぜ世界⼀周？
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「海外で影響⼒のある仕事がしたい」と思い、若⼿から

海外駐在のチャンスがある企業を受けていた就活時代。

そして、⼊社後も駐在を視野に⼊れて働いていた。

社会⼈2年⽬に「駐在だけが海外で影響⼒のある仕事な

のか？」「駐在が⽬的になっていないか？」というキャ

リアに関する悩みが⽣じた。

⽬指すべきは駐在というゴールではなく、海外で影響⼒

のある仕事。その仕事を⾃分の⽬で確認したい想いが全

てのスタートだった。

駐在だけが海外で影響⼒を与える⼿段？

なぜ世界⼀周？

海外駐在は
⽬的？⼿段？



失われた30年を過ごした⽇本。

卒論でも経済成⻑について研究し、⽇本経済への不安が

押し寄せた。「外国⼈が上司になっても、異⽂化を理解

しコミュニケーションが取れるか？」「イヤでも出稼ぎ

で海を渡らないといけない？」「⽇本の国⼒維持には、

外貨の獲得が必須であろう。」⼀⽅、⽇本⼈のパスポー

ト保有率は30％にも満たない数字。どうだろう？あなた

も海外に思いを馳せてみないか？

どう？みんな海外に⾏きたい？

なぜ世界⼀周？

上司が
外国⼈に？

イヤでも
出稼ぎに？



「就活後に世界⼀周しよう」と考えていた⽮先にコロナ

パンデミックが押し寄せた。もちろん、海外に⾶び⽴つ

どころの騒ぎでは無くなってしまった。

だが、社会⼈として働く中で、世界⼀周への想いは無く

なることは決してなかった。むしろ、会社の看板ではな

く、⾃分ひとりの看板でプロジェクトを⾏いたい熱がフ

ツフツと湧いてきた。

夢を叶えるのは「ミライ」ではなく、「イマ」だ。

⼤学時代の夢＝世界⼀周

なぜ世界⼀周？

夢を叶えるのは
イマしかない



世界⼀周の⽬的
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海外でのキャリアを知る 外向き志向の促進

⼤学時代の就活から「海外で働き
たい」想いはあったものの、選択
肢は海外駐在のみ。

⇒海外で活躍する⽇本⼈の様々な
 キャリアを知るために
⇒ロールモデルを⾒つけるために
⇒今後のキャリアパスを
 描くために

若者の内向き志向が問題にもなって
いる。⽇本の経済も停滞している。
外国⼈と共存しないと成り⽴たない
未来は近い。
⇒海外での挑戦は素晴らしいと
 伝えるために
⇒異⽂化理解をできる若者が
 増えるために
⇒海外を相⼿に活躍する⽇本⼈が
 増えるために

世界のキャリアを知り、多くの選択肢を
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- PURPOSE OF MY TRIP - 



04 活動内容・成果

MY PROJECT



・海外へ挑戦の場を求め、海を渡った⽇本⼈
 へ「キャリア」に関するインタビュー
・合計52⼈の⽇本⼈にインタビュー実施
・アポイントから記事作成まで1⼈で完結

現地の⼈や旅⾏者
との交流

・EV普及国（主にヨーロッパとアメリカ）
 にて、EVの充電システムの観察や
 利⽤者にインタビューを実施

・インタビュー記事を作成し、個⼈ブログや
 X（旧：Twitter）、Facebook、Instagram
 などのSNSに投稿

現地で活躍する⽇本⼈
インタビュー

・ドミトリー（数⽇間はホームステイ）に
 滞在し、現地の⼈や旅⾏者と交流
・それぞれの価値観や⽂化に触れる

滞在中の活動

電気⾃動⾞の調査

インタビュー内容を
ブログ・SNS発信



旅の歩み

合計23カ国・36都市訪問
（トランジット含め25カ国）

●アジア
タイ→ベトナム→マレーシア→シンガポール
→インドネシア→フィリピン→インド→UAE
●ヨーロッパ
ジョージア→トルコ→スウェーデン→フィン
ランド→デンマーク→ドイツ→オランダ→ベ
ルギー→イギリス→フランス→スペイン
●アフリカ
エジプト→ケニア
●アメリカ⼤陸
ブラジル→グアテマラ→メキシコ→アメリカ



インタビュー候補者
のリストアップ

候補者へアポ送付

次国移動前

インタビューする
⼈を詳細に調査
事前質問の送付

⼊国・取材5⽇前

インタビュー実施

取材当⽇

記事の作成

取材後1週間以内

記事の投稿

取材2∼3週間後

⽇常レベルでのプロジェクトの流れ

・2週間∼1週間前まで
 にアポの連絡
・アポ数は20∼30⼈/国
・インタビュー承諾は
 10％前後

・ネット検索やSNSを
 通じて、インタビュー
 する⼈の過去を調査
・質問の重複を確認
・質問は15∼20個⽤意

・事前に⽤意した質問
 をもとに取材
・相⼿が、
「これを話したい！」
「深堀りして欲い！」
 と感じる点を⽂脈
 から読み、質問

・取材内容をもとに
 記事の作成
・取材後1週間以内に
 下書きを完成させ、
 インタビューした⼈に
 修正を依頼
・併せてサムネイルや
 SNS写真の作成

・ブログに記事を投稿
・TwitterやFacebook
 でも拡散
・Instagramは、記事の
 要約を伝える写真投稿



⽇常レベルでのプロジェクト

現地で活躍する⽇本⼈
インタビュー

23カ国・36都市・52⼈のご活躍されている
⽇本⼈にインタビューさせていただきました。
幅広い業界・職種の⽅のキャリアについて
迫りました。（⾦銭的理由で旅程を前倒し）



⽇常レベルでのプロジェクト

インタビュー記事を
個⼈ブログへ投稿

「座右の銘」に迫る【What's�your�motto】
「キャリアパス」や「業界・職種」を深堀りする
【What's�up�⽇本】
ブログ⽉間PV数：2,500（1⽉計測。達成率80％）



⽇常レベルでのプロジェクト

Instagram・Facebook
X（旧Twitter）運⽤

Facebook・X（旧Twitter）・Instagram・
LinkedInにて記事を拡散。
Instagramの投稿を強化。
しかし、いずれも⽬標数値未達（達成率40％）



⽇常レベルでのプロジェクト

現地での交流
宿泊先は「ドミトリー」か「ホームステイ」。
国籍が異なる⼈と同じ屋根の下で⽣活。
取材の無い⽇は、外に出て観光や買い物、
無料のツアーなどへも参加。



05 世界⼀周中に
感じたこと

WHAT I FELT



世界⼀周で
感じたこと

努⼒をできない環境に置かれてい
る⼈が、世界には⼭ほどいる。
⼀⽅で、「お⾦」という壁が無数
に存在し、分かりやすく⽬に⾒
え、⾮常な程に⾼い。

⽇本は世界中を⾒てもトップク
ラスに素晴らしい国。
⽣活⽔準・社会保障・⾷・治安
いずれも世界最⾼⽔準で、全て
の分野における「ホンモノ」が
存在する

他⼈の⽬や声を気にせず、
⾃分が⽬指したいものに対して
努⼒する素晴らしさ。
個⼈の夢や⽬標、努⼒は他⼈か
ら⼲渉されるものではなく、⾃
分で追い求めるもの。

⽬の前で死を⽬の当たりにする場所
がこの地球には存在する。⼈が燃え
るところを⾒ることができる。明⽇
死ぬかもしれない⼈がいる。犯罪を
犯さなかったから失う命もある。

グローバル化が進む中で、ダイ
バーシティの重要さ。同時に、
差別はどこにでも存在。
⽣まれた⾝分・肌の⾊・国籍・
⼈種・宗教など…

ホンモノでなくても、表現し
て良い⾃由が⽇本以外にはあ
る。⽇本の不正解が海外の正
解であることの⽅が多い。
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学んだこと
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キャリアへの悩みは誰しもが持っている。
もちろん、海外でご活躍されている⼈も
同様に持っている

⽇本だけじゃない
輝く場所

どんな⽴場や環境にいる⽅でも、「⽇本⼈と
してのアイデンティティ」を持っていて、
⽇本のために何をできるかを考えていた。

海外でご活躍されている⽅は、どこで働くか
よりも「どんなスキルや職能を持っている
か」を重視されている。

キャリアへの悩み

⽇本⼈だからといって、⾃分に合う場所は⽇
本だけではない。「⽇本が合わない」と感じ
るなら、あなたに合う場所は⽇本の外に広が
っている。

学んだこと

⽇本⼈として

どんなスキルや職能
を持っているか



成⻑・スキルアップした点
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SKILL UP



企画⽴案∼計画∼アポ∼インタビュー∼記事作成∼投稿

という⼀連の流れを⾏うセルフマネジメント能⼒

1.

ライティングスキルの向上2.

対⾯する⼈の良さを引き出すコミュニケーション能⼒3.

異⽂化理解⼒4.

ハード⾯での成⻑

・⽬測を誤って定量⽬標を設定した点（旅中に2回下⽅修正）

・定量⽬標達成に向けた施策を多数打てなかった点

・ブログやSNS運⽤の理解、マーケティング、SEO

 （短期における拡散⼒向上・バズりを達成できず）

ハード⾯での反省点



将来が不安でも、⾃分が良いと思ったことを信じてやり

抜く⼒の増強

1.

「⼈⽣の最期」「⼈⽣の最⼤のミッション」を熟慮する

死⽣観の芽⽣え

2.

「⽇本⼈であること」「世界と共存して⽇本⼈としてい

れること」⼆⾯性の理解

3.

ソフト⾯での成⻑

・時間を気にして、旅程を短縮した点

・お⾦を気にして、外⾷を控えた点

 ⇒世界には「お⾦」という⾒えない壁がいくつも存在

ソフト⾯での反省点



08 今後について

AFTER TRAVEL



様々な境遇の⼈がこの地球を構築し、
⼈それぞれの想いを持って⽣きている。

世界のために
⾃分の命を燃やしたい

10億⼈の⽣活を変える・良くするサービスを創る

事業を興せる⼈へ
世界で戦える商⼈になるために

今後について



本当の⾃分は世界のどこかに転がっているものではない。
砂漠にも、⼭の上にも、船や⾶⾏機の中にも、

オーロラの下にも、世界遺産の中にも本当の⾃分はいない。
だって、本当の⾃分は⾃分の中にしかいないのだから。

ただ、世界には本当の⾃分以外に関する全ての発⾒があなたを待っている。
変わるキッカケをくれるのが世界。

世界は素晴らしい。あとはあなた次第。

「⾃分探し＝旅をする」ではない




